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第4回URAシンポジウム 
URA事業採択校セッション 



文部科学省資料より 



文部科学省資料より 



バックキャスト
の考えかた？ 

シーズプッシュ？ 

    

ニーズプル？ 

⇔
 

文部科学省資料より 



文部科学省資料より 



文部科学省資料より 

説明直後は、わかった気がする 
でも翌日には・・・ 

長年の思考パターンをどう変える？ 



文部科学省資料より 



文部科学省資料より 



トークの視点 

大学規模やURA組織体系による違い 

URAのあり方や必要なスキルなど 

COIプロジェクト（大型プロジェクト）における
URAの支援状況や今後のあり方 
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大規模プロジェクトにおけるURAの役割 



大型プロジェクト（COI）における
URAの役割とは？ 

北海道大学第４回URAシンポジウム 分科会 

大型総合大学の事例 

九州大学 学術研究推進支援（URA）機構 

 三和 正人（URA) 

 佐々木 ひろみ（URA) 

2014年9月17日 



事務局 
企画部 
総務部 
財務部 
国際部 
・ 

ＵＲＡ機構 

ＵＲＡ：横糸の役割 

事務支援部門（SURA 1名） 

研究院 
附置研究所 
研究組織 

九州大学ＵＲＡ機構（体制） 

研究戦略会議 

研究戦略企画部門 

ＳＵＲＡ 1名 
ＵＲＡ ８名 

産学連携部門 

ＳＵＲＡ 1名 
ＵＲＡ 4名 

多様なバックグラウンド 
・外国人 2名 
・女性 ４名 
・長期海外在住経験者 
・民間企業・他業種経験者 
・研究者 
・知財経験者 

1 

事業の 
推進・連携 



2 九大COI 共進化社会システム創成拠点 

都市OSによる共進化社会の実現 

拠点運営体制 

参画機関 



3 

タイムライン H25/7,8,9 H25/10,11,12 H26/1,2,3 H26/4,5,6 H26/7,8,9 

申請書 

計画書 

報告書 

予算 

ユニット/サテ
ライト間連絡・
調整 

企業連携 
契約・規定 

ＪＳＴ対応 

拠点運営/管理 
その他 

ＩＳＩ（1/15～2/12） 

拠点キックオフ 
フォーラム 

PL着任 
（＋事務員2名） 

スタッフ2名 
着任 

スタッフ１名 
着任 

HP構築、運営、管理 
ロゴ等作成 

拠点研究開発 
推進協議会 

ユニットセミナー 

研究者ヒアリング 
研究内容調整 

アイディア募集 
（3/29-4/19） 

公募期間 
（6/11-8/12） 

ヒアリング 
（9/30） 

採択 
（10/30） 

参画依頼 

大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業（9/1-3/31） 

拠点統括協議会 

暫定版H25＆全体 
計画書 

H25最終版 
計画書 H26＆全体 

計画書 

H25報告書 

H26追加予算調整 H26予算提示 H25予算交付決定 

予算調整 

サテライト摺り合わせ ユニット/サテライト間WS 

契約調整 

内規、契約規定等作成 ユニット内参画 
企業会議 

拠点紹介資料 
提出 

拠点紹介英語 
資料提出 

ＶLサイト 
ビジット 

拠点面談 

JST理事サイト 
ビジット VTサイト 

ビジット 

COIキックオフ 
シンポ 

財務省視察 

GLサイト 
ビジット 

COI事業支援一連の流れ 



COI事業支援一連の流れ 
タイムライン H25/7,8,9 H25/10,11,12 H26/1,2,3 H26/4,5,6 H26/7,8,9 

申請書 

計画書 

報告書 

予算 

ユニット/サテ
ライト間連絡・
調整 

企業連携 
契約・規定 

ＪＳＴ対応 

拠点運営/管理 
その他 

拠点キックオフ 
フォーラム 

スタッフ2名 
着任 

スタッフ１名 
着任 

HP構築、運営、管理 
ロゴ等作成 

拠点研究開発 
推進協議会 

ユニットセミナー 
 

研究者ヒアリング 
研究内容調整 

参画依頼 

拠点統括協議会 

暫定版H25＆全体 
計画書 

H25最終版 
計画書 H26＆全体 

計画書 

H25報告書 

H26追加予算調整 H26予算提示 H25予算交付決定 

予算調整 

サテライト摺り合わせ ユニット/サテライト間WS 

契約調整 

内規、契約規定等作成 ユニット内参画 
企業会議 

拠点紹介資料 
提出 

拠点紹介英語 
資料提出 

ＶLサイト 
ビジット 

拠点面談 
 

JST理事サイト 
ビジット VTサイト 

ビジット 

COIキックオフ 
シンポ 

財務省視察 
 

GLサイト 
ビジット 

公募期間 
（6/11-8/12） 

ヒアリング 
（9/30） 

採択 
（10/30） 

大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業（9/1-3/31） アイディア募集 
（3/29-4/19） 

ＩＳＩ（1/15～2/12） 

プレアワード 

ポストアワード 
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PL着任 
（＋事務員2名） 



1. プレアワード 

① テーマ設定 

② 研究者の選択 

③ 申請書の作成 

2. ポストアワード 

① 計画書・報告書・調整ごと・拠点運営 

② 契約、知財の取組み 

1. プレアワード 

① テーマ設定 

② 研究者の選択 

③ 申請書の作成 

2. ポストアワード 

① 計画書・報告書・調整ごと・拠点運営 

② 契約、知財の取組み 

5 COI事業の申請に向けた支援一連の流れ 
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新たな命題 
• ユニバーサル社会 
• 多様性 
• サステナビリティ 

拠点
テーマ
の設定 

九州大学の他のリソース 
• 産業数学（IMI) 
• 社会科学イノベーション政策 

九州大学の強み 
• 燃料電池 
• 有機EL 
• ICTテクノロジー 

COIの テーマ 
V1：少子高齢化先進国としての持続性確保 
V2：豊かな生活環境の構築 
V3：活気ある持続可能な社会の構築 

テーマ設定のプロセス 



7 テーマ設定にURAが果たした役割 

様々な要素を的確に理解し、全体を俯瞰しながら
大学として取り組める革新的なテーマを見出す。 

URA 

研究
リーダー 

研究者 

URA 

ア
イ
デ
ィ
ア

 ＜問題＞ 

 個々の知識、想像力は限られている（例：大学、
研究者（研究内容）、アイディア、ビジョン、eｔｃ。） 

 バックキャスティングの考え方と、これまでの研
究企画の間にかなりのギャップがあった。 

 限られた人数で限られた時間での作業 





9 テーマ設定にURAが果たした役割 

＜必要な能力＞ 

俯瞰力：全体を多面的に見る力 

社会性：現状を把握しつつそのエッセンスを抽出する力 

想像力：様々な情報を基に新しい事を考える 

オープンマインド：様々な事を柔軟に受容出来る力 

協調性：チームで議論し作り上げていく力 

＜大変だった事＞ 

 未来社会のあるべき社会制度や経済体制ってなに？ 
 そこに必要な技術って？ 

 既存の技術（大学のシーズ）との摺り合わせ 
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1. プレアワード 

① テーマ設定 

② 研究者の選択 

③ 申請書の作成 

2. ポストアワード 

① 計画書・報告書・調整ごと・拠点運営 

② 契約、知財の取組み 

COI事業の申請に向けた支援一連の流れ 
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URA 

研究者 

研究内容 
調整 

研究機関・企業・行政 

連携調整 

研究
リーダー 

研究者 

テーマ設定 

それぞれの研究内容を理解し、研究者とのコミュニケー
ションを通じてプロジェクト参画を取り付ける 

＜問題＞ 
 バックキャストの理解不足 
 個性派有名先生との調整 

 研究者と企画側、研究者
間、あるいは外部機関との
の目的意識や認識の違い 

研究者チーム構築にURAが果たした役割 
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URA 

研究者 

研究内容 
調整（６PI) 

研究機関・企業・行政 

連携調整（30＋機関） 

研究
リーダー 

研究者 

テーマ設定 

＜対策＞ 
相手の立場、目的、やり方を理解する 
提案内容を簡潔にまとめ、分かり易く説明する 
興味を持ちそうなポイントをいくつも用意する 
フェース・ツー・フェースでコミュニケーションをとる 
分担して作業する 

研究者チーム構築にURAが果たした役割 
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＜必要な能力＞ 

テクニカルアジリティ：テクニカルな内容に興味をも
ち、研究を理解する力、 

人間力：他者の立場や考え方を理解する力 

交渉力：それぞれのニーズを理解し合意点を導き出
す力 

コミュニケーション力 

 

 

研究者チーム構築にURAが果たした役割 

＜大変だった事＞ 

 ２４－７体制での先生や企業とのミーティング 

 それぞれの進捗状況がわからない 
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1. プレアワード 

①テーマ設定 

②研究者の選択 

③申請書の作成 

2. ポストアワード 

①計画書・報告書・調整ごと・拠点運営 

②契約、知財の取組み 

COI事業の申請に向けた支援一連の流れ 
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URA 

研究者 研究機関・企業・行政 

研究内容 
調整 契約 

調整 

国 

ファン
ディング
エージェ
ンシー 

調整 
研究
リーダー 

研究者 

諸調整 

研究テーマ、研究内容、
ファンディングエージェン
シーの意向、成果の出口、
社会情勢など全体を俯瞰
し、プロジェクトの企画、開
発、実証、実装のプロセス
を構築する。 

申請書の作成にURAが果たした役割 
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URA 

研究者 研究機関・企業・行政 

研究内容 
調整 契約 

調整 

国 

ファン
ディング
エージェ
ンシー 

調整 
研究
リーダー 

研究者 

諸調整 

＜問題＞ 

 ファンディングエージェン
シーとの意向調整 

 業務が分散（情報管理） 

 先生方の〆はギリギリ 

 まとめ役への負荷の集中 

申請書の作成にURAが果たした役割 
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必要な能力 

企画力：多種多様な情報を基に構成する力 

チームワーク：助け合う 

執筆力 

継続力：やり遂げるまで続ける 

 

 

申請書の作成にURAが果たした役割 

＜大変だった事＞ 

 多様で、大量の情報 

 短時間での作業 

 まとめ役はせいぜい２－３名 
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1. プレアワード 

① テーマ設定 

② 研究者の選択 

③ 申請書の作成 

2. ポストアワード 

① 計画書・報告書・調整ごと・拠点運営 

② 契約、知財の取組み 

COI事業の申請に向けた支援一連の流れ 



20 ポストアワード   の流れ 
タイムライン H25/7,8,9 H25/10,11,12 H26/1,2,3 H26/4,5,6 H26/7,8,9 

申請書 

計画書 

報告書 

予算 

ユニット/サテ
ライト間連絡・
調整 

企業連携 
契約・規定 

ＪＳＴ対応 

拠点運営/管理 
その他 

拠点キックオフ 
フォーラム 

PL着任 
（＋事務員2名） 

スタッフ2名 
着任 

スタッフ１名 
着任 

HP構築、運営、管理 
ロゴ等作成 

拠点研究開発 
推進協議会 

ユニットセミナー 

研究者ヒアリング 
研究内容調整 

参画依頼 

拠点統括協議会 

暫定版H25＆全体 
計画書 

H25最終版 
計画書 H26＆全体 

計画書 

H25報告書 

H26追加予算調整 H26予算提示 H25予算交付決定 

予算調整 

サテライト摺り合わせ ユニット/サテライト間WS 

契約調整 

内規、契約規定等作成 ユニット内参画 
企業会議 

拠点紹介資料 
提出 

拠点紹介英語 
資料提出 

ＶLサイト 
ビジット 

拠点面談 

JST理事サイト 
ビジット VTサイト 

ビジット 

COIキックオフ 
シンポ 

財務省視察 

GLサイト 
ビジット 

公募期間 
（6/11-8/12） 

ヒアリング 
（9/30） 

採択 
（10/30） 

大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業（9/1-3/31） アイディア募集 
（3/29-4/19） 

ＩＳＩ（1/15～2/12） 採択と同時に…  

– 計画書（全体、H25、H26年度） 

– 予算編成 

– サテライトとの調整 

– 内規・契約規定 

– JSTとの諸調整 

– 拠点体制構築 

– プロジェクトの運営 

– （国際科学イノベーション事業） 

– （シーズ・ニーズ事業） 

 

全て同時進行! 

対応する人間はURA 3名と事務員数名??! 
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大型プロジェクトとURAの関わり 

• スタッフとして加わりポストアワードも受け持つ 

• 他のスタッフに引き継ぐ 

• 専属スタッフの雇用 → 資金による 

• 専門スタッフへの引き継ぎ → 専門性による 

ポストアワード（引き継ぎ） 
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共進化社会システム創成拠点 

プロジェクトリーダー 

是久 洋一 

研究リーダー 

安浦 寛人 

イノベーションアドバイザー 

テクニカルアドバイザー 

拠点運営統括ユニット 

ユニット長 

是久 洋一（兼務） 
副ユニット長 

安浦 寛人（兼務） 

研究戦略G 

（シーズ・ニーズ含む） 

事業化推進G 

知的財産G 

運営事務・管理G 

研究サテライト長 

松橋 隆治 
EMSサテライト（東大） 

研究サテライト長 

中村 文彦 
TMSサテライト（横国大） 

情報ユニット 
研究ユニット長 

安達 千波矢 

エネルギー ユニット 
研究ユニット長 

佐々木 一成 

プラットフォームユニット 

（ヒト・モノ、CPS-MP） 
研究ユニット長 

村上 和彰、谷口 倫一郎 

横国大運営事務G 

東大運営事務G 

拠点研究開発推進協議会 

イノベーション ユニット 

（IMI、CSTIPS） 
研究ユニット長 

若山 正人、永田 晃也  

拠点統括協議会 

（全参画機関代表者） 

共進化社会システム創成拠点体制：組織図 
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URA 

研究者 研究機関・企業・行政 

国 

ファン
ディング
エージェ
ンシー 

研究内容 
調整 

契約・調整 

調整 

調整 
研究
リーダー 

研究者 

諸調整 
プロジェ
クト運営
チーム 

URAとステークホルダーの関係（ポストアワード） 
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URA 

研究者 研究機関・企業・行政 

国 

ファン
ディング
エージェ
ンシー 

研究
リーダー 

研究者 

諸調整 
引き継ぎ プロジェ

クト運営
チーム 

調整 

調整 
連携 

調整 

URAとステークホルダーの関係（ポストアワード） 
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＜必要な能力＞ 
組織力 
コーディネーション力 
コミュニケーション力 

ポストアワード業務 

＜大変だった事＞ 

 多様で、大量の作業 

 いろいろなタイムラインでの作業 

 即戦力は２－３名 

＜問題＞ 
すぐに運営体制はできない 
すぐに人材は育たない 
学内での調整ができていない 
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1. プレアワード 

① テーマ設定 

② 研究者の選択 

③ 申請書の作成 

2. ポストアワード 

① 計画書・報告書・調整ごと・拠点運営 

② 契約、知財の取組み 

COI事業の申請に向けた支援一連の流れ 
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• 契約、知財の取組としてURAは何をしたか 

• それをどのように行ったのか？ 

• URAが果たした役割は？ 

契約、知財におけるＵＲＡの役割 
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タイムライン H25/7,8,9 H25/10,11,12 H26/1,2,3 H26/4,5,6 H26/7,8,9 

申請書 

計画書 

報告書 

予算 

ユニット/サテ
ライト間連絡・
調整 

企業連携 
契約・規定 

ＪＳＴ対応 

拠点運営/管理 
その他 

ＩＳＩ（1/15～2/12） 

拠点キックオフ 
フォーラム 

PL着任 
（＋事務員2名） 

スタッフ2名 
着任 

スタッフ１名 
着任 

HP構築、運営、管理 
ロゴ等作成 

拠点研究開発 
推進協議会 

ユニットセミナー 

研究者ヒアリング 
研究内容調整 

アイディア募集 
（3/29-4/19） 

公募期間 
（6/11-8/12） 

ヒアリング 
（9/30） 

採択 
（10/30） 

参画依頼 

大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業（9/1-3/31） 

拠点統括協議会 

暫定版H25＆全体 
計画書 

H25最終版 
計画書 H26＆全体 

計画書 

H25報告書 

H26追加予算調整 H26予算提示 H25予算交付決定 

予算調整 

サテライト摺り合わせ ユニット/サテライト間WS 

契約調整 

内規、契約規定等作成 ユニット内参画 
企業会議 

拠点紹介資料 
提出（12/5） 

拠点紹介英語 
資料提出 

ＶLサイト 
ビジット 

拠点面談 

JST理事サイト 
ビジット VTサイト 

ビジット 

COIキックオフ 
シンポ 

財務省視察 

GLサイト 
ビジット 

企業連携、契約等一連の流れ 
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申請 

産学官連携本部 

URA機構 

COI拠点 

研究ユニット 

 総務・契約グループ 

 企画グループ 

研究推進グループ 
（URA５名を含む) 

 知的財産グループ 

作成 

交渉 

締結 

統括ユニット 

誰が業務を行ったか？ 

企業連携、契約等一連の流れ 
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申請 
決定 

コンセプト・ 
参画する者 

申請書 
作成・申請 

５月     ６月     ７月     ８月     ９月・ ・ ・３月   ４月    ６月     

採択 協議会 契約交渉 

ラフな知財取扱条件 

＜問題＞ 

• 企業毎に部署のパワーバランスが違う。 

• 企業によっては、全ての条件が一度に提示された  
時点が交渉スタート地点。 

• 企業内の関連部署の情報共有のレベルが企業毎で
全く違う。 

• 研究計画が完成していない… 

契約書提示 

今回大変だったこと 

企業連携、契約等一連の流れ 



次へのくふう 
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申請 
決定 

コンセプト・ 
参画する者 

申請書 
作成・申請 

５月     ６月     ７月     ８月     ９月・ ・ ・３月   ４月    ６月     

採択 協議会 契約交渉 

契約書提示 
• 企業に参加を打診 → 研究と契約条件 

COI拠点 
知財規程 

標準知財
規程 

（PJ共通
規程） 

特別規程 
（COI特有
の条件） 

• 早い段階で契約書を参画機関に提示する
くふう。 

内規 

同意書 
共同 
研究 
契約書 

基本 
協定書 知財

規程 

企業連携、契約等一連の流れ 
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＜必要な能力＞ 

 あきらめない 

 コミュニケーション 

 チームワーク 

企業連携、契約等一連の流れ 



URA スキル標準フレームワーク:機能（業務） COI 三和 
研究戦略推進支援業務 （リサーチ・ディベロップメント関係）  
①政策情報等の調査分析  ✔ 
②研究力分析  ✔ ✔ 
③研究力強化支援  ✔ ✔ 
④研究体制整備支援  ✔ ✔ 
⑤各種連携支援  ✔ ✔ 
⑥研究機関としての発信力強化推進  ✔ ✔ 

プレ・アワード系想定業務  
①研究プロジェクト企画立案支援  ✔ ✔ 
②外部資金情報収集  ✔ ✔ 
③研究プロジェクト企画のための内部折衝活動  ✔ ✔ 
④研究プロジェクト実施のための対外折衝・調整  ✔ ✔ 
⑤関連の共同研究、知財の整理  ✔ 
⑥申請資料作成支援  ✔ ✔ 

ポスト・アワード系想定業務  
①研究プロジェクト実施のための対外折衝・調整  ✔ ✔ 
②プロジェクトの予算管理  ✔ ✔ 
③イベント開催関連業務  ✔ ✔ 
④プロジェクトの調整・管理  ✔ ✔ 
⑤外国人招聘関連業務  ✔ ✔ 
⑥プロジェクト評価対応関連業務  ✔ ✔ 
⑦報告書作成業務  ✔ ✔ 
⑧安全管理関連業務  ✔ 
⑨倫理・コンプライアンス関連業務  ✔ 
⑩広報関連業務  ✔ 
⑪企業連携関連業務  ✔ 
⑫知財関連業務  ✔ 

＜必要な能力＞ 

•俯瞰力：全体を多面的に見る力 

•社会性：現状を把握しつつそのエッセンスを抽
出する力 

•想像力：様々な情報を基に新しい事を考える 

•オープンマインド：様々な事を柔軟に受容出来る力 

•協調性：チームで助け合う 

•コミュニケーション力 

•人間力：他者の立場や考え方を理解する力 

•交渉力：それぞれのニーズを理解し合意点を導
き出す力 

•企画力：多種多様な情報を基に構成する力 

•執筆力 

•継続力：難しくても最後までやり遂げる 

•テクニカルアジリティ：研究内容に興味を持ち理
解する力、 

•専門的知識：（例）学術知識、特許法、学内の
ルール、プロジェクトのワークフロー等 

•応用力：他のプロジェクトで得た経験やノウハウ
を活かすこと 

33 ＵＲＡスキル標準 vs 必要な能力？ 



34 まとめ 

大型プロジェクトを乗り越える為に必要なことは？ 
 

 支援体制として 

• リーダー＋アシスト（１-２名）コアチームの編成 

 個人として 

• 腹をくくる（「できません」では通用しない） 
• コミュニケーション 

 組織として 

• バックアップ体制 

 大学として 

• 横の連携を強化 

 もう一歩踏み出す 
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ご静聴ありがとう
ございました。 
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